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図１．「ソウル駅7017プロジェクト」の計画図

矢印のところがチョッパン地域

「ソウル駅7017プロジェクト」ホームページから（ www.ss7017.org）

http://www.ss7017.org/


図2．ソウル駅周辺の様子①：高いビールとチョッパンの（一時的）共存

ソウル駅周辺のチョッパンとビル



図3．ソウル駅周辺の様子②：開発の現場

ソウル駅周辺の工事現場（左）
工事の詳細が書かれた立て看板（右）



図4．ソウル駅周辺の様子③：新しくできたゲストハウス・宿泊施設

以前、日雇い労働者が泊まったりもした古い旅館が改築されホテルになっていた。
左のホテルの隣ビルにチョツパン相談所がある。前の車はチョッパン相談所の車。



図5．ソウル駅周辺の様子④：チョッパンの閉鎖

住民の退去が終わっているチョッパン。建物の入口が閉鎖された。



家主がゲストハウスに改築しようとしたが、住民らの反対運動を展開した。ソウル市が
5年間、建物を借り住民が家賃をソウル市に払うことになった。黄色のビルがそれ。

図6．ソウル駅周辺の様子⑤
：反対運動とソウル市の支援で撤去されなかったチョッパン



図7．ソウル駅周辺の様子⑥：チョッパン内部

・ソウル市は、火事予防設
備の設置や改修などを
行った。↖↑↗

・チョッパン住民カード。こ
のカードを持たないと
チョッパン相談所のサービ
スがもらえない←

・トイレはきれいになった
が、西洋式ではない→



図8．永登浦駅開発計画図

赤いところが都市環境整備事業の対象地。青いところがチョッパン村
永登浦区都市計画課，2015年4月25日発表、『永登浦洞4街都市環境整備区域の
指定および整備計画（案）』3ページから



図9．永登浦駅周辺①：様々なプラカード

・都市計画の決定を祝しているプラカード
↑

・開発推進委員会のプラカード↗

・ホームレス施設の建立反対プラカード→



図10．永登浦駅周辺の様子②：工事が多い

チョッパン周辺の建築現場。あちらこ
ちらにクレインを使っている工事現
場がある。



図11．永登浦駅周辺の様子③：新しいオフィスビル

以前、下宿看板をかけてホームレス向けの安い宿泊所を運営していた建物は、
建て替えられ、痕跡もなくなった。（左）
ドロップインセンターの建物。看板がない。矢印のビール2、3階を使用している。



図12．永登浦駅周辺の様子④：複雑な都市構成の整備

・高層ビールと「性売買」密集地↑
・町工場とその隣のドロップインセンター↗
・伝統市場→



図13．永登浦駅周辺の様子⑤：複雑な都市構成の整備

・高層ビル＋ショッピングモール＋チョッパン＋町工場＋福祉施設＋伝
統市場・・・
→都市整備でどう変化するか。



図14．南九老駅周辺の様子：韓国の寄せ場?

・午前5時撮影。少なくとも500人程度が交差点の
人道に集まっていた。主に朝鮮系中国人と中国
人。韓国人は少ない。←
・この周辺には「人力事務所」が密集しており、ほ
とんど事務室であっせんが行われている。交差
点にいる人々は、事務室からの連絡を待ってい
る人々か、身分証の問題がある人々と見える。
・賃金は1日7万ウォン程度で、手元には5、6万
ウォン。
・この近くの住宅様子。これらはチョッパンとして
認められていない。↘

・バスで炊き出し
が行われていた。
パンと牛乳。暖か
いお茶を提供する
ところもあった。←
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